














福島原発さいたま訴訟を支援する会ニュース　第 19 号　2018. 2

8

ご住所、お名前、連絡先（email orお電話番号）を明記の上、お申込みください。会員の方には会報、メールで情報をお伝えします。 

※ゆうちょ銀行以外の金融機関から送金される場合は、ご住所、お名前、連絡先を、下記連絡先にご連絡いただいた上で、以下宛にお振込ください。
☞ 銀行名：ゆうちょ銀行／金融機関コード：9900／店名：〇一九店(ゼロイチキュウテン)／店番：019／預金種目：当座／口座番号：0550500

福島原発さいたま訴訟を支援する会（略称：福彩支援）▶ ウェブサイト：http://fukusaishien.com/

＊ 吉廣慶子（みさと法律事務所）
 341-0024  三郷市三郷 1-13-12  MT ビル 2F みさと法律事務所 tel：048-960-0591　fax：048-960-0592
＊ 北浦恵美　Email：apply@fukusaishien.com  tel：04-2943-7578　fax：04-2943-7582　

梓澤　和幸 弁護士、NPJ 代表

安藤　聡彦 埼玉大学教授

石川　逸子 詩人、作家

池田こみち 環境行政改革フォーラム副代表

礒野　弥生 東京経済大学現代法学部教授

井戸川克隆 前双葉町長

宇都宮健児 元日本弁護士連合会会長

菊一　敦子 環境・消費者運動

久野　勝治 星陵大学教授・東京農工大学名誉教授

小島　　力 福島県葛尾村原発賠償集団申立推進会代表、詩人

小林　　実 十文字学園女子大学短期大学部表現文化学科准教授

後藤　正志 元原発設計技術者・工学博士・NPO法人APAST理事長

篠永　宣孝 大東文化大学教授

菅井　益郎 国学院大学教授

須永　和博 獨協大学外国語学部

高橋千劔破 作家・文芸評論家、日本ペンクラブ常務理事

田中　　司 立教小学校元校長

暉峻　淑子 埼玉大学名誉教授

松本　昌次 編集者・影書房

三浦　　衛 図書出版・春風社代表

水島　宏明 ジャーナリスト、法政大学教授

山田　昭次 立教大学名誉教授（日本近代史）

渡邉　　泉 東京農工大学准教授

福島原発さいたま訴訟を支援する会・呼びかけ人（50音順、2017/6/30現在）

　これに対し、「原発被害者訴訟全国支援ネットワー
ク（略称：支援ネット）」は、東電と国の責任追及をする
損害賠償裁判を闘う原告団と各地訴訟の支援団体で構
成され、損害賠償請求裁判の支援に特化したネット
ワークと言えます。

　結成集会では、参加団体紹介、結成に到る経過の説
明、今後の方針・規約・役員の採択がなされました。
「何ら落ち度にない住民が苦しんでいる原因は一つ。事
故から7年・裁判から5年、全国に散らばっている闘い
を全国レベルにすることが必要。」等の報告があり、
「原発被害者訴訟原告団全国連絡会並びに原発被害者
訴訟弁護団連絡会が進める訴訟を全国各地で支援する
組織が連携により構成する（構成）」
「福島原発事故を引き起こした国と東京電力の法的責
任を司法の場で追及して原状回復・被害の完全賠償・
被害の根絶を求める訴訟を支援し、原告団、弁護団、
市民社会と連携連帯して活動します（目的）」
などの規約が採択されました。

　続く全国総決起大会では、支援ネット・早川篤雄共

同代表が「いま78歳だが、“死ぬまで闘う”ではなく
“勝ち抜くまで生きる”決意です」と宣言して大きな拍
手を浴び、「原状回復、被害の完全賠償、被害の根絶
に向けて、原告を主人公に、弁護団、学者、知識人、
技術者の支援、そして心あるみなさんの絶大な支援
を！」と呼びかけました。また、佐藤三男事務局長は
「被害の実態が、まだまだ国民に知られていない。結
審に向けて全国統一行動を。そして死活問題である住
宅支援に向け、ひだんれんや公害問題に取り組むさま
ざまな団体と共闘していく」と決意を述べました。
　各地の訴訟のうち、活動している地域はとても活発
に活動しています。これから私たちが全国の仲間たち
とどのように連携していくことが出来るのか、改めて
考え直す必要があると思います。

「首都圏連絡会」
「原発被害者訴訟全国支援ネットワーク」にともない、
首都圏でも「原発被害訴訟支援首都圏連絡会」を結成
しようと準備を進めており、2月20日に東京労働会館
（大塚）で結成集会を開催します。


